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【テキスト】 

 旧全集の第四巻 後編「知るもの」四の第 5 段落、355 頁 14 行目から 356 頁の段落末までを読了。 

 

 

【キーセンテンス】 

 最後の種に至って相反するものは相矛盾するものとなる、此に自己同一なるものが見られ、包摂的関係

の逆転が成立する。（356 頁 1 行目） 

 

 

【問い】 

 よく似た個体の集まりでそれ以上には分けられない「最後の種」だが、わたしたちが「そのもの」を意

識する時（タイミング）は必ずしも学問上の「最後」に一致しない。ある景観を特別なものに感じること

はその分かりやすい例だといえる。ここに述べられている「最後の種」とは学問上の分類を例にひいたに

すぎず、「最後」とそのさらなる特殊化はわたしたちに任意に生じるとは考えられないか。 

 すなわち包摂的関係の逆転が成立し、自己同一なるものが見られるときが「最後の種」であるとは言え

ないか。 


